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　コムコム定期講座「グッドライフ講座」が、７月
18日に市民ふれあいプラザで行われ、受講者52名
が参加し、鷹巣のまち歩きをしました。
　この日は、まちづくりファシリテーターとして活
躍している平元美沙緒さんを講師に迎え、商店街の
魅力を見付ける方法を学びました。まち歩きをした
あと、受講者はグループに分かれて宣伝ポスターを
作成し、「いつもと違う人とまちを歩いたがすぐに
打ち解け、新たな魅力が発見できた」、「コムコムか

ら歩いていける所に楽しいものがたくさんあった」
などと発表し合いました。

　高鷹大学の活動が７月からスタートし、８月５日
に全体講座が開催され、受講生90人が参加しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症予防のため入学
式を開催することができず、この講座が全体での初
めての活動となりました。
　この日は市の保健師を講師に迎え、誰でも、どこ
でも、いつでも楽しめる音楽療法「ミュージック・
ケア」を行い、コロナ禍を元気に乗り切ろうと音楽
に合わせて体を動かし、受講生同士で交流しながら、

心身ともに健康に過ごすコツを学びました。

　森吉公民館ファミリー講座「夏休みプラス・ワン
講座」が、夏休み初日となる８月１日に行われました。
　午前中の第１部では、親子で紙ひこうき作りに挑
戦し、10種の紙ひこうきから好きなものを選んで
丁寧に折り、紙ひこうき飛ばしを楽しみました。また、
野菜ソムリエの長谷川早苗さんを講師に迎え、夏野
菜や果物等を使った数種類のスムージー作りを体験
しました。第２部の天体観測会は、曇り空のため館
内で星空教室を行いました。講座の最後に館長から

「短い夏休みですが、夏休みにしかできないことに
挑戦してください」と話がありました。

いつもと違った視点で再発見！鷹巣まち歩き
～コムコム定期講座「グッドライフ講座」～

夏休みの思い出作りを
～森吉公民館「夏休みプラス・ワン講座」～

ミュージック・ケアでコロナ禍を乗り切ろう
～高鷹大学全体講座～

▲まちを歩いて楽しいものを探す参加者▲まちを歩いて楽しいものを探す参加者

▲座りながら音楽に合わせ体を動かす受講者▲座りながら音楽に合わせ体を動かす受講者

▲紙ひこうき作りや実際に飛ばしてみる受講者▲紙ひこうき作りや実際に飛ばしてみる受講者
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▲おさるべ元気くらぶ講座の様子

▲菅江真澄が記述した墓碑群
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